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　今年の春一番は、二月の下旬の頃だった。やかましく、ガラス戸をたたくのは、まるで春
のたたき売りの感もした。いや季節感にうとい私を目覚めさせようとしたのかもしれな
い。
　私は、ふと「春嵐」という言葉の素性を知りたくなった。漢詩に詠まれているかもしれな
いと、ネットを探してみた。最初に飛び込んできたのは、若い歌手の「春嵐」という歌の歌
詞だった。「サヨナラ」という言葉があった。春の嵐は人を別離に誘うのか。さらに、ネット
の海を漂うと唐代の詩人于武陵の「勧酒」の作品に出逢った。
　　君に勧む　金屈卮(きんくつし)　満酌(まんしゃく)辞するを須(もち)いず 
　　花発(ひら)けば　風雨多し　人生別離足る
　拙訳。「この金色の杯の酒を君に捧げん。酒は杯に溢れんばかり、遠慮するにあたわず。
花が開けば、風雨に散らされる。人生の別れもかくの如し」　
　井伏鱒二の名訳がある。コノサカヅキヲ受ケテクレ/ ドウゾナミナミツガシテオクレ/     

ハナニアラシノタトヘモアルゾ/　「サヨナラ」ダケガ人生ダ
　とりわけ、「サヨナラ」ダケガ人生ダという個所が人の胸を打つ。名訳と称されるゆえん
である。井伏がこの訳をつけたのは、瀬戸内の因島に、林芙美子とともに、知人を訪ね、岸
壁の人達から船上の二人に別れの声が飛んで来た時の情景である。井伏は「(扶美子が)い
きなり船室に駆けこんで、『人生は左様ならだけね』と云ふと同時に泣き伏した」と書いて
いる。(「因島半歳記」)
　芙美子の男性遍歴はよく知られている。別れの悲しみと辛さを背負った多感な人生
だった。「サヨナラ」ダケガ人生ダ。

６

第 13 号（うんてい復刊）

vol.13

題字 ：天理大学附属天理図書館蔵 「石上宅嗣卿顕彰碑」 より

奈良県立図書情報館館長

能楽公演 観世流能「海士」窕之伝 より)2020 年 11( ［日］月 日1

奈良県立図書情報館報

(うんてい復刊） 第１３号

発行日　令和３年３月３１日

発行人　千田　稔

発行所　奈良県立図書情報館

〒630-8135　奈良市大安寺西 1丁目 1000

TEL.0742-34-2111　FAX.0742-34-2777

（伊藤　享子）



　６月１６日（火）、３階の閲覧席や雑誌の最新号などが
利用できるようになりました。ソーシャルディスタンス
（社会的距離）を確保するため、椅子や施設利用は半分以
下の人数に制限し、館内の出入口に消毒液を設置すると
ともに、階段の手すりやエレベーターのボタン、蔵書検
索機など多数の方が触れる部分は定期的に除菌するこ
とにしました。
　７月１日（水）には２階フロアも再開し、同時に備え付
けパソコン15席を含む情報機器や新聞・官報の閲覧が利
用可能となりました。１０月に入る頃からは対面座席に
飛沫防止用アクリルパネルを順次設置し、そのつど座席
を増やしていくことができました。
　来館者の皆さんと職員一同感染防止に留意し、令和２
年度末現在、幸いにも館内での感染者を一人も出さずに
開館することができています。私たちは今できること、
この状況だからこそできることを手探りし、新しいサー
ビスを提供したいと考えながらコロナ禍を過ごしてき
ました。想いをかたちにする奈良県立図書情報館を、職
員は今も模索しながら実践に向けて日々努力を重ねて
います。後に続くページで、いくつかの成果をご紹介し
ます。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当館は令和２年３月２日（月）から休館しました。当初は２週間だけの予
定でしたが、感染拡大に歯止めがかからず、全都道府県への緊急事態宣言発令もあり、最終的に５月半ば過ぎまで延長
となりました。来館者が誰ひとりいない休館中の館内は、ぽつんと荒野に置き去りにされたような孤独感とともに心
に穴が空いた気にさせるほど、広く無機質でした。でも、悲観しているわけにはいきません。この機会にこそ普段でき
ない作業をと、書架の大掃除から本の整理・修理、自動化書庫の蔵
書点検やマイクロフィルムの巻替えと傷みチェックなどを行い
ました。
　一方、来館を伴うサービスができない間も、障害のある方への
郵送サービスや郵送複写、メール等によるレファレンスサービス
は通常どおり実施していました。返却ポストなどを通じてどんど
ん返ってくる本は数日間別置してから書架に戻し、また職員の手
洗いやマスクの着用を徹底するなど、感染防止に十分留意しなが
ら業務にあたりました。
　そして５月１９日（火）から、ようやく一部来館サービスを再開
できることになりました。ただし長時間の滞在を避けるため当面
は貸出返却のみで、椅子と備え付けパソコンをすべて撤去のうえ
カウンターには透明の遮蔽板を設置しました。また進行方向や並
ぶ場所を床にテープで表示し、返却本は閲覧スペースへのゲート
通過地点で受け取るなど、可能な限り密にならない工夫をしまし
た。利用できるフロアは３階のみでしたので、２階の大活字本や
情報関係の本などはできるだけ３階の机などに移動しました。対
面でのレファレンス業務は、奈良県新型コロナウイルス感染症対
策本部会議が定める「フェーズ３（県内及び近隣地域の感染判明
者がほとんど見られず、新規判明増加の傾向も発見されない状
況）」が再開の条件となり、原則的に書架から本を選んで借りるだ
けの利用となりましたが、新しい本を借りられる喜びを感じてい
ただけたのではないでしょうか。

　なお、一部開館と同時に、利用できる冊数と期間を５冊１５日間から２倍の１０冊３０日間に変更しました。外出自
粛が呼びかけられている状況なので、家でじっくり読書していただこうという考えからでした。ただ、５～６月のイベ
ントは悉く中止や延期となったので、多くの方が残念に感じられたと思います。 （松村　順子）
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　当館は、新しい情報発信のひとつとして、note公式アカウントを開設しました。
　noteは、文章・写真・イラスト・音楽・映像などの作品を配信するメディアプラット
フォームで、新型コロナウイルス感染拡大防止のための外出自粛要請が本格化した2020
年４月以降、アクティブユーザーが急増しています。
　まずは、web展示「BBB」と動画「古文書超入門講座」の２つのコンテンツを用意しまし
た。今後も「館」や「ホームページ」という枠組みにとらわれず、“リアル”と“ネット”の特性
を利用しながら多方向に展開し、当館との出会いだけでなく、誰かと誰か、何かと誰かが
巡り合う場所、人々の「物語」を豊かにするプラットフォームにすることを目指します。

（山﨑　純）

４ ５

note公式アカウント開設について

　令和2（2020）年8月、国文学研究資料館の「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」により当館
所蔵の古典籍から１０６タイトル（２０３点）がデジタル化され、当館ウェブサイト内「まほろばデジタルライブラ
リー」で画像を公開しました。
　古典籍とは、近世までに国内で出版・書写された書物のことで、これまでも予算化の機会を見つけてはデジタル化
を行ってきました。そして今回の取り組みにより、当館が所蔵する奈良関係の古典籍は、他機関が公開したものも含
めてほぼすべてがインターネット上で閲覧できるようになっています。
　一方これとは別に、引札（ひきふだ）や小型の絵図など５０点余の画像も公開しました。
　引札とは現代の広告ちらしのことで、江戸時代以降、商品の宣伝や開店披露などの情報を書いて配られていまし
た。当館には寄託資料「大和国吉野郡下市村永田家文書」内の１８点を含め計２０点あります。錦絵の伝統を残す明治
期の引札は多色刷りで美しいものが多く、絵柄には牛若丸や忠臣蔵のような物語のほか、正月用には七福神や松竹梅
といった縁起物が選ばれました。中には時代を反映した絵柄もあり、当館の引札にも幻灯機（スライドプロジェク
ター）が描かれているものがあります。
　これらの貴重資料は館内閲覧限定のうえ取り扱いにも細心の注意が必要ですが、このようにデジタル化して公開
すれば、インターネットを通じて「いつでも・どこからでも」利用できますので、より広く活用してもらえればと思い
ます。

（中西　玄）

貴重資料のデジタル化について貴重資料のデジタル化について

「まほろばデジタルライブラリー」では、古文書や絵図など１２万点余のメタ
データを登録しています。そのうち約6千点についてはデジタル画像も公開し
ており、その数は約10万コマに達しています。今回、その画像を対象にクリエ
イティブ・コモンズライセンス（CCライセンス）を明示しました。
　CCライセンスとは、インターネット上の作品などに対して、二次利用をする
際の条件を表示するツールです。条件には「営利目的での利用の可否」など４種
類あり、作者や所有者が組み合わせます。
　当館では、「奈良県立図書情報館所蔵」のクレジット表示をすれば二次利用で
きるライセンスとしました。またこのうち古文書や絵図などは改変も可能なラ
イセンスとしていますので、商品パッケージ化など幅広く利用していただくこ
とを期待しています。

（山﨑　純）

デジタルアーカイブの
ライセンス表示について
デジタルアーカイブの
ライセンス表示について

　外出自粛が呼びかけられる中、webを利用して図書館ができること、私たち司書だから
こそできることはないだろうかと、知恵を絞ってきました。
その結果生まれたのがweb展示「BBB」です。「BBB」とは、「The Bridge Between Books and 
____(本と____の架け橋)」の略で、私たちの発信するものが本と何か、本と誰かを結ぶ架
け橋になりますようにという意味を込めました。
　「BBB」ではまず、あるテーマの本を3冊紹介します。そして、テーマから連想したものを
表現した「連想図」が続きます。私たちは業務を通じ
て、たくさんの本、たくさんの人の「知りたい」に触れ
ます。そんな私たちの、思いもよらないひきだしを表
現するのがこの連想図です。また、note読者からも

テーマに関する本をコメント投稿してもらい、連想図に反映させます。
さらに、館内でも本と連想図の展示を行い、コメント投稿された本が当館にあ

れば、それもどんどん追加していきます。司書だけが作る館内図書展示とは一味
違う、みんなで作る展示を楽しんでいただければと思います。

(藤本明希子)

web展示「BBB」始めました！～ただの展示ではありません～

　古文書と聞くと、多くの人は和紙に行書体や草書体で書かれた墨の文字が頭に浮かぶのではないでしょうか。これ
を「くずし字」といいます。くずし字を読むためには、それぞれの文字がどのように崩れているか理解しないといけま
せんが、そこには変体仮名や異体字といった、今では学校で習わない文字が含まれます。したがって、古文書を読むに
はくずし字の勉強をするとともに、当時の文章の特徴を知ることが不可欠です。
　そこで今回、くずし字で書かれた古文書を読む手順を知ることを最終目的に、動画「古文書超入門講座」の作成を開
始しました。
　講座では、活字で書籍化されている江戸時代末期の奈良奉行・川路聖謨の日記「寧府紀事」をテキストとして、近
世にどのような文字が使われていたのかを知るところから始めています。今後、日記を現代語に翻訳して古文書の
知識を学びながら、近世奈良の様子を紹介していく予定です。

（中西　玄）

動画「古文書超入門講座」

か　わ　じ ね　い　ふとしあきら じき
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ター）が描かれているものがあります。
　これらの貴重資料は館内閲覧限定のうえ取り扱いにも細心の注意が必要ですが、このようにデジタル化して公開
すれば、インターネットを通じて「いつでも・どこからでも」利用できますので、より広く活用してもらえればと思い
ます。

（中西　玄）

貴重資料のデジタル化について貴重資料のデジタル化について

　「まほろばデジタルライブラリー」では、古文書や絵図など１２万点余のメタ
データを登録しています。そのうち約6千点についてはデジタル画像も公開し
ており、その数は約10万コマに達しています。今回、その画像を対象にクリエ
イティブ・コモンズライセンス（CCライセンス）を明示しました。
　CCライセンスとは、インターネット上の作品などに対して、二次利用をする
際の条件を表示するツールです。条件には「営利目的での利用の可否」など４種
類あり、作者や所有者が組み合わせます。
　当館では、「奈良県立図書情報館所蔵」のクレジット表示をすれば二次利用で
きるライセンスとしました。またこのうち古文書や絵図などは改変も可能なラ
イセンスとしていますので、商品パッケージ化など幅広く利用していただくこ
とを期待しています。

（山﨑　純）

デジタルアーカイブの
ライセンス表示について
デジタルアーカイブの
ライセンス表示について

　外出自粛が呼びかけられる中、webを利用して図書館ができること、私たち司書だから
こそできることはないだろうかと、知恵を絞ってきました。
その結果生まれたのがweb展示「BBB」です。「BBB」とは、「The Bridge Between Books and 
____(本と____の架け橋)」の略で、私たちの発信するものが本と何か、本と誰かを結ぶ架
け橋になりますようにという意味を込めました。
　「BBB」ではまず、あるテーマの本を3冊紹介します。そして、テーマから連想したものを
表現した「連想図」が続きます。私たちは業務を通じ
て、たくさんの本、たくさんの人の「知りたい」に触れ
ます。そんな私たちの、思いもよらないひきだしを表
現するのがこの連想図です。また、note読者からも

テーマに関する本をコメント投稿してもらい、連想図に反映させます。
　さらに、館内でも本と連想図の展示を行い、コメント投稿された本が当館にあ
れば、それもどんどん追加していきます。司書だけが作る館内図書展示とは一味
違う、みんなで作る展示を楽しんでいただければと思います。

(藤本明希子)

web展示「BBB」始めました！～ただの展示ではありません～

　古文書と聞くと、多くの人は和紙に行書体や草書体で書かれた墨の文字が頭に浮かぶのではないでしょうか。これ
を「くずし字」といいます。くずし字を読むためには、それぞれの文字がどのように崩れているか理解しないといけま
せんが、そこには変体仮名や異体字といった、今では学校で習わない文字が含まれます。したがって、古文書を読むに
はくずし字の勉強をするとともに、当時の文章の特徴を知ることが不可欠です。
　そこで今回、くずし字で書かれた古文書を読む手順を知ることを最終目的に、動画「古文書超入門講座」の作成を開
始しました。
　講座では、活字で書籍化されている江戸時代末期の奈良奉行・川路聖謨の日記「寧府記事」をテキストとして、近世
にどのような文字が使われていたのかを知るところから始めています。今後、日記を現代語に翻訳して古文書の知識
を学びながら、近世奈良の様子を紹介していく予定です。

（中西　玄）

動画「古文書超入門講座」

か　わ　じ ね　い　ふとしあきら じき
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2020年度の図書展示から

　令和２（２０２０）年は“２”が３つ重なる年なので、“２”をキーワード
として戦後日本のベストセラーランキング２位に焦点を当て、当館が所
蔵する５８作品にまつわるエピソードなどを記したミニパネルを作成
し、関連図書も含めた約２５０冊を並べました。
　あるキーワードから連想する図書を幅広く集めた場合は様々なテー
マが複合的に関係しあって一つの展示となりますが、今回は明快に「ベ
ストセラー２位」だけがテーマでした。音楽の世界でいうコンピレー
ション・アルバムの図書展示版といったところでしょうか。
　ご覧になった方からは、太宰治や三島由紀夫が１位になっていないこ
と、一世を風靡した『ノストラダムスの大予言』や『マディソン郡の橋』、
最近では『ハリー・ポッター』シリーズなども２位だったことが興味深い
などの感想をいただき、またミニパネルに吹き出しで表示した同年１位の作品を見た方からは、驚きと納得の両極端
の表情が見られました。

（中西　玄）

2nd Story ～ベストセラー2位の物語～
2020年7月1日～8月30日　３階ブリッジ

　新型コロナウイルスの影響で世界的ベストセラーとなったカミュ
の代表作『ペスト』など、疫病や災害に関する作品を集め、文学から災害
を考える図書展示を催しました。書庫に何年も眠っていた古い本もあ
りましたが、今回たくさんの方に手にとっていただきました。様々な
災禍に見舞われている現在、時代を超え注目を浴びているのでしょ
う。この機会に、災害防災文庫をリニューアルしてこれら作品を一カ
所に並べ、本展示開催後もご利用いただきやすくしています。
　また、ブラウジングコーナーでは、奈良県土砂災害防災週間（令和2
年8月29日～9月6日にあわせ、避難対策に役立つ資料を展示しました。

土砂災害対策として、当館の資料を使ってオリジナル防災マップを作成していただけるよう「自然災害の地域特性を
知るための調査方法」をパネル展示し、奈良県防災コンテンツ「防災から身を守ろう」もご視聴いただきました。

（片山 智加子）

災害を思考する－本質を見抜き備える－
2020年2年8月29日～9月29日 ３階 ブラウジングコーナーなど

　2011年3月11日、未曾有の被害を引き起こした東日本大震災。被災地から遠い関西では、
テレビや新聞の限られた情報しかなかったという方もおられたと思います。あの日、何が
起きていたのでしょう…。震災から１０年がたった今、改めて知見を深めていただけるよ
う企画したのがこの展示です。当時の記事や証言集に加え、私たちに今できる支援や応援
策を探っていただけるよう、復興にかかわる資料、著名人が書いた評論、東日本大震災をモ
チーフにした小説を並べました。POPをつけたピックアップ本もあります。他にも、宮城県

石巻市の「希望の缶詰」で有名な木ノ屋石巻水産様よりご提供
いただいた写真をパネル展示しました。まだ支援物資も充分
にない避難所で、瓦礫の中から見つかった缶詰は食料として
だけでなく、多くの方が元気を取り戻す源になり「希望の缶
詰」と言われたそうです。社員の方々が写真撮影された身近な
光景は、被害の甚大さを物語っていました。

（片山 智加子）

東日本大震災１０年　～３．１１、あの日何が起きたのか～
2021年2月27日～3月30日　３階ブラウジングコーナーなど

　当館は、地域の歴史を知るための貴重な知的財産を収集・保管し後世へと継承する重要な
役割を担い、図書館として奈良県関係の図書や雑誌などを収集することはもちろんですが、
あわせて公文書の収蔵もしています。
　本展示では、こうした公文書館としての当館の機能をより多くの方々に知っていただく
ため、奈良県が日本を代表する観光地に数えられるまでの基礎が築かれた明治時代にさか
のぼり近代観光の変遷を、昭和初期まで公文書などの歴史資料とともに振り返りました。あ

わせて絵葉書や写真をパネルで展示するほか、解説パネルか
ら当時の観光地・奈良の様相を幅広くご紹介しました。
　多くの方々に興味を持っていただけるよう、公文書だけで
なく地図などの資料も織り交ぜながら展示ケース内の資料を工夫して選定し並べまし
た。普段は書庫に収蔵していて目に触れる機会のない資料ですが、それらを展示するこ
とで当館の機能をより深く知っていただく機会となったのではないでしょうか。

（松田　憲子）

観光地・奈良の姿 ―明治・大正・昭和初期編―
2021年2月20日～3月30日　３階ブリッジ

　この展示は例年春に開催してきましたが、新型コロナウイルスの感染拡
大にともなって延期となり、秋にようやく開催することができました。
　今回は、2019年3月のライプツィヒ・ブックフェアで公開された「世界で
最も美しい本コンクール」の入選図書とともに、日本・ドイツ・オランダ・ス
イス・オーストリア・カナダ・中国の7つのコンクールで入賞した優れた図
書約170点を展示しました。
　また、2019年は日本とオーストリアが国交を樹立して150周年にあたる
年でもありましたので、その記念にこれまでの受賞作品の中から厳選され
た20点のオーストリアの図書も一緒に展示しました。
　会場ではほとんどの本を実際に手に取ることができ、世界最高峰のブックデザインと造本技術を楽しんでいただき
ました。SNSでも開催前から取り上げられ、また日本におけるこの展示会の開催が当館と東京（凸版印刷株式会社 印刷
博物館）のみということもあって、遠方から来館される方も多くいらっしゃいました。

（乾　聰一郎）

世界のブックデザイン２０１８－１９
2020年10月31日～12月27日　3階ブリッジ

　当館では、毎年奈良女子大学から文化メディア学インターンシップとして学生を受け入れ
ています。本展示はその学生たちが企画したもので、外出自粛が呼びかけられる中、おうち時
間を豊かにするための図書を”奈良女的”ステイホーム本として選びました。
　３つ設定したカテゴリーは、まず屋内での時間を豊かに過ごす「インドア系趣味」、次に三
密を避けたり外出気分を味わったりする「アウトドア系趣味」、そして学生たちが普段学んで
いる内容を紹介する「学問」です。
　たとえば「インドア系趣味」では英語関連図書が、「アウトドア系趣味」では民族衣装やパブ

リックアート関連図書が選ばれ、また「学問」では文化社会学や
ジェンダー論の入門書が並ぶなど、いつもよりアカデミックな雰
囲気の図書展示となりました。
　当館は学術的な図書を多く所蔵しています。大学図書館と市町村立図書館・図書室との中
間的な蔵書構成だからこそできる、県立の図書館ならではの展示と言えるでしょう。

（中西　玄）

学問＆趣味マルシェ　～奈良女的ステイホームのススメ～
2020年9月1日～10月29日　3階ブリッジ
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2020年度の図書展示から

　令和２（２０２０）年は“２”が３つ重なる年なので、“２”をキーワード
として戦後日本のベストセラーランキング２位に焦点を当て、当館が所
蔵する５８作品にまつわるエピソードなどを記したミニパネルを作成
し、関連図書も含めた約２５０冊を並べました。
　あるキーワードから連想する図書を幅広く集めた場合は様々なテー
マが複合的に関係しあって一つの展示となりますが、今回は明快に「ベ
ストセラー２位」だけがテーマでした。音楽の世界でいうコンピレー
ション・アルバムの図書展示版といったところでしょうか。
　ご覧になった方からは、太宰治や三島由紀夫が１位になっていないこ
と、一世を風靡した『ノストラダムスの大予言』や『マディソン郡の橋』、
最近では『ハリー・ポッター』シリーズなども２位だったことが興味深い
などの感想をいただき、またミニパネルに吹き出しで表示した同年１位の作品を見た方からは、驚きと納得の両極端
の表情が見られました。

（中西　玄）

2nd Story ～ベストセラー2位の物語～
2020年7月1日～8月30日　３階ブリッジ

　新型コロナウイルスの影響で世界的ベストセラーとなったカミュ
の代表作『ペスト』など、疫病や災害に関する作品を集め、文学から災害
を考える図書展示を催しました。書庫に何年も眠っていた古い本もあ
りましたが、今回たくさんの方に手にとっていただきました。様々な
災禍に見舞われている現在、時代を超え注目を浴びているのでしょ
う。この機会に、災害防災文庫をリニューアルしてこれら作品を一カ
所に並べ、本展示開催後もご利用いただきやすくしています。
　また、ブラウジングコーナーでは、奈良県土砂災害防災週間（令和2
年8月29日～9月6日にあわせ、避難対策に役立つ資料を展示しました。

土砂災害対策として、当館の資料を使ってオリジナル防災マップを作成していただけるよう「自然災害の地域特性を
知るための調査方法」をパネル展示し、奈良県防災コンテンツ「防災から身を守ろう」もご視聴いただきました。

（片山 智加子）

災害を思考する－本質を見抜き備える－
2020年2年8月29日～9月29日 ３階 ブラウジングコーナーなど

　2011年3月11日、未曾有の被害を引き起こした東日本大震災。被災地から遠い関西では、
テレビや新聞の限られた情報しかなかったという方もおられたと思います。あの日、何が
起きていたのでしょう…。震災から１０年がたった今、改めて知見を深めていただけるよ
う企画したのがこの展示です。当時の記事や証言集に加え、私たちに今できる支援や応援
策を探っていただけるよう、復興にかかわる資料、著名人が書いた評論、東日本大震災をモ
チーフにした小説を並べました。POPをつけたピックアップ本もあります。他にも、宮城県

石巻市の「希望の缶詰」で有名な木ノ屋石巻水産様よりご提供
いただいた写真をパネル展示しました。まだ支援物資も充分
にない避難所で、瓦礫の中から見つかった缶詰は食料として
だけでなく、多くの方が元気を取り戻す源になり「希望の缶
詰」と言われたそうです。社員の方々が写真撮影された身近な
光景は、被害の甚大さを物語っていました。

（片山 智加子）

東日本大震災１０年　～３．１１、あの日何が起きたのか～
2021年2月27日～3月30日　３階ブラウジングコーナーなど

　当館は、地域の歴史を知るための貴重な知的財産を収集・保管し後世へと継承する重要な
役割を担い、図書館として奈良県関係の図書や雑誌などを収集することはもちろんですが、
あわせて公文書の収蔵もしています。
　本展示では、こうした公文書館としての当館の機能をより多くの方々に知っていただく
ため、奈良県が日本を代表する観光地に数えられるまでの基礎が築かれた明治時代にさか
のぼり近代観光の変遷を、昭和初期まで公文書などの歴史資料とともに振り返りました。あ

わせて絵葉書や写真をパネルで展示するほか、解説パネルか
ら当時の観光地・奈良の様相を幅広くご紹介しました。
　多くの方々に興味を持っていただけるよう、公文書だけで
なく地図などの資料も織り交ぜながら展示ケース内の資料を工夫して選定し並べまし
た。普段は書庫に収蔵していて目に触れる機会のない資料ですが、それらを展示するこ
とで当館の機能をより深く知っていただく機会となったのではないでしょうか。

（松田　憲子）

観光地・奈良の姿 ―明治・大正・昭和初期編―
2021年2月20日～3月30日　３階ブリッジ

　この展示は例年春に開催してきましたが、新型コロナウイルスの感染拡
大にともなって延期となり、秋にようやく開催することができました。
　今回は、2019年3月のライプツィヒ・ブックフェアで公開された「世界で
最も美しい本コンクール」の入選図書とともに、日本・ドイツ・オランダ・ス
イス・オーストリア・カナダ・中国の7つのコンクールで入賞した優れた図
書約170点を展示しました。
　また、2019年は日本とオーストリアが国交を樹立して150周年にあたる
年でもありましたので、その記念にこれまでの受賞作品の中から厳選され
た20点のオーストリアの図書も一緒に展示しました。
　会場ではほとんどの本を実際に手に取ることができ、世界最高峰のブックデザインと造本技術を楽しんでいただき
ました。SNSでも開催前から取り上げられ、また日本におけるこの展示会の開催が当館と東京（凸版印刷株式会社 印刷
博物館）のみということもあって、遠方から来館される方も多くいらっしゃいました。

（乾　聰一郎）

世界のブックデザイン２０１８－１９
2020年10月31日～12月27日　3階ブリッジ

　当館では、毎年奈良女子大学から文化メディア学インターンシップとして学生を受け入れ
ています。本展示はその学生たちが企画したもので、外出自粛が呼びかけられる中、おうち時
間を豊かにするための図書を”奈良女的”ステイホーム本として選びました。
　３つ設定したカテゴリーは、まず屋内での時間を豊かに過ごす「インドア系趣味」、次に三
密を避けたり外出気分を味わったりする「アウトドア系趣味」、そして学生たちが普段学んで
いる内容を紹介する「学問」です。
　たとえば「インドア系趣味」では英語関連図書が、「アウトドア系趣味」では民族衣装やパブ

リックアート関連図書が選ばれ、また「学問」では文化社会学や
ジェンダー論の入門書が並ぶなど、いつもよりアカデミックな雰
囲気の図書展示となりました。
　当館は学術的な図書を多く所蔵しています。大学図書館と市町村立図書館・図書室との中
間的な蔵書構成だからこそできる、県立の図書館ならではの展示と言えるでしょう。

（中西　玄）

学問＆趣味マルシェ　～奈良女的ステイホームのススメ～
2020年9月1日～10月29日　3階ブリッジ



館設備のリニューアル

外部サインの修繕

開館後 年たち、外部サインが痛んできていましたので、サインを新しくしました。あわせて、サイ

ン照明、駐輪場の照明、駐車場ゲートの照明を に変更しました。

交流ホール・セミナールーム 設備リニューアル

昨年度につづき、交流ホール、セミナールームの 設備をリ

ニューアルしました。今年度は、ワイヤレス受信設備のデジタル

化をおこない、マイク設備を改良、イベントの 等ができ

るよう、ライブ配信設備を設置しました。また、セミナールーム

のプロジェクターを床置きから天井吊に変更し、さらに交流ホー

ルの南側窓すべてを開閉できるように変更し、空気の入れ替えが

しやすいように改良しました。

館内照明の 化

今年度から、故障した照明を中心に、館内照明の 化を進めています。今年は、 閲覧フロア、

ブリッジ、カウンター前の照明の 化をおこないました。

（川畑 卓也）
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Contents「サヨナラ」ダケガ人生ダ 千田　稔

　今年の春一番は、二月の下旬の頃だった。やかましく、ガラス戸をたたくのは、まるで春
のたたき売りの感もした。いや季節感にうとい私を目覚めさせようとしたのかもしれな
い。
　私は、ふと「春嵐」という言葉の素性を知りたくなった。漢詩に詠まれているかもしれな
いと、ネットを探してみた。最初に飛び込んできたのは、若い歌手の「春嵐」という歌の歌
詞だった。「サヨナラ」という言葉があった。春の嵐は人を別離に誘うのか。さらに、ネット
の海を漂うと唐代の詩人于武陵の「勧酒」の作品に出逢った。
　　君に勧む　金屈卮(きんくつし)　満酌(まんしゃく)辞するを須(もち)いず 
　　花発(ひら)けば　風雨多し　人生別離足る
　拙訳。「この金色の杯の酒を君に捧げん。酒は杯に溢れんばかり、遠慮するにあたわず。
花が開けば、風雨に散らされる。人生の別れもかくの如し」　
　井伏鱒二の名訳がある。コノサカヅキヲ受ケテクレ/ ドウゾナミナミツガシテオクレ/     
　　ハナニアラシノタトヘモアルゾ/　「サヨナラ」ダケガ人生ダ　
　とりわけ、「サヨナラ」ダケガ人生ダという個所が人の胸を打つ。名訳と称されるゆえん
である。井伏がこの訳をつけたのは、瀬戸内の因島に、林芙美子とともに、知人を訪ね、岸
壁の人達から船上の二人に別れの声が飛んで来た時の情景である。井伏は「(扶美子が)い
きなり船室に駆けこんで、『人生は左様ならだけね』と云ふと同時に泣き伏した」と書いて
いる。(「因島半歳記」)
　芙美子の男性遍歴はよく知られている。別れの悲しみと辛さを背負った多感な人生
だった。「サヨナラ」ダケガ人生ダ。

６

第 13 号（うんてい復刊）

vol.13

題字 ：天理大学附属天理図書館蔵 「石上宅嗣卿顕彰碑」 より

奈良県立図書情報館館長

能楽公演 観世流能「海士」窕之伝 より)2020 年 11( ［日］月 日1

奈良県立図書情報館報　　　　

(うんてい復刊） 第１３号

発行日　令和３年３月３１日

発行人　千田　稔

発行所　奈良県立図書情報館

〒630-8135　奈良市大安寺西 1丁目 1000

TEL.0742-34-2111　FAX.0742-34-2777

（伊藤　享子）


